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株式会社 Prodrone とのドローン開発・製造連携について 

 

当社は、産業用ドローンの開発を手掛けるスタートアップ企業である株式会社 Prodrone（本社：

愛知県名古屋市、代表取締役社長：戸谷 俊介、以下、Prodrone）とのドローン開発・製造に関する

連携を強化することとしましたので、お知らせいたします。 

 

当社と Prodrone は、2026 年５月 20 日に小泉防衛大臣が Prodrone 本社を訪問された際に発表し

た両社が共同開発中の「対処型ドローン」などを通じ、すでに連携を開始しておりますが、今般、

当社は Prodrone が実施する第三者割当増資を引き受けました。また、Prodrone の量産工場を当社

敷地内に設置することにより、ドローンの開発・製造に関する連携を強化いたします。 

なお、当社が Prodrone の第三者割当増資の引き受けた株式額は連結純資産の 10％未満でありま

す。 

 

Prodrone は 2026 年９月１日に特定重要物資等である「無人航空機」に係る安定供給確保計画の

申請につき経済産業大臣より認定を受けました。当社の既存施設を活用することで、点検・物流・

防災等でのドローン需要に応える安定的な供給体制を迅速かつ効率的に構築します。我が国の自動

車・航空宇宙産業の一大集積地である愛知県からドローン量産を開始することは、製品の品質向上・

技術革新のみならず、地域産業の発展や国産ドローンの国際競争力強化にも大きく貢献するものと

考えています。 

 

【株式会社 Prodrone とは】 

「地域から一番信頼されるドローンカンパニーになる」をビジョンに掲げ、中部圏におけるドロ

ーンエコシステムの構築を目指しています。第一種型式認証の取得を目指す大型機「PD6B-CAT3 型」

や長時間飛行（50km/リッター以上の高効率）が可能な「Prodrone GT-M」など、Dual-Use ドローン

の開発から生産までをワンストップで手掛け、国産ドローンの量産体制を整備していきます。 

 

 

 なお、本件が当社の業績に与える影響は軽微であります。今後、業績に重要な影響を及ぼす事象

が判明した場合には、速やかにお知らせいたします。 

以  上 


